
豪雨災害の被災経験を
踏まえた保健師の取組について

～岡山県倉敷市の取組～

倉敷市保健所副参事兼保健課長
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倉敷市の概要

豪雨災害の被災状況・復興

保健所・保健師の活動の振り返り

今後の災害への備え

本日のお話



人 口 471,985人

世帯数 221,699世帯

高齢化率 28.1％

合計特殊出生率 1.38（令和5年）
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面積 356.07㎢

沿革
昭和42.2.1 倉敷市・児島市・玉島市が 合併

昭和46.3.6  都窪郡庄村を合併

昭和47.5.1  都窪郡茶屋町を合併

平成17.8.1  浅口郡船穂町、吉備郡真備町を合併

【各地区の特徴】
倉敷地区･･･文化観光の町
児島地区・・・繊維の町
水島地区・・・工業の町
玉島地区・・・果物が特産の町
真備地区・・・竹の子が特産の町

参考：令和７年度版保健衛生年報（R7.3）



倉敷市の保健師数・配置状況

市保健所（保健課・健康づくり課） 33名：業務担当制

【保健課】 22名

・統括保健師1名
・総務係（3名）・・・・・・・・健康危機管理、人材育成
・感染症係（７名）・・・・・感染症
・精神保健係（8名）・・・・精神保健
・保健医療係（3名）・・・・難病

【健康づくり課】 11名

・副統括保健師1名
・健康増進係（3名）・・・・成人保健（健康増進計画）
・母子保健係（5名）・・・・母子保健
・けんしん係（２名）・・・・・健（検）診（特定健診・保健指導）

各保健推進室 5９名：
地区担当制（64学区）

倉敷市役所（本庁） 14名：分散配置

【人事課】 2名

【地域防災推進課】 1名
【健康長寿課】 4名

・副統括保健師1名
・地域包括ケア推進室 （3名）
【福祉支援連携室】 1名
【国民健康保険課】 1名
【生活福祉課】 2名
【子ども相談センター 】 3名

常勤保健師106名 （R7.4.1現在）

専門技術的なサービス
企画調整機能

身近なサービス
一次対応機能
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R6 R5 R4 R3

106人 104人 101人 97人

・倉敷保健推進室（22名）
・児島保健推進室（11名）
・玉島保健推進室（11名）
・真備保健推進室（ 3名）
・水島保健推進室（12名）

20代

24人

30代

27人

40代

31人

50代

23人

60代

1人

年代別保健師数



倉敷市真備町（平成30年６月末日時点）

人口 22,797人

世帯数 9,006世帯

高齢化率 33.7％

過去にも河川の氾濫による被害があり、

近年では昭和51年台風17号による

浸水被害あり

真備地区について
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平成30年７月豪雨災害（倉敷市真備町）

倉敷市くらしき情報発信課より提供

真備地区内 死者 51名

自衛隊や消防等に救助された方 2,350名

医療機関２病院、10診療所、７歯科診療所

のち、１病院以外診療不可能な状況に

●平成30年７月６日 22：40 大雨特別警報

●平成30年７月７日 未明～12：30

倉敷市真備町にある小田川等、４河川計８か所の堤防が決壊。

 真備地区の27％にあたる12平方キロが浸水

（4,690戸）
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全国からの御支援
ありがとうございました

• DHEATチーム（和歌山県１チーム、大阪府３チーム）

•倉敷地域災害保健復興連絡会議

（延べ417チーム、延べ人数2,017人）

•各自治体からの派遣保健師チーム

（延べ627チーム、延べ人数2,049人）

•福島県、埼玉県、山梨県、愛知県、三重県、滋賀県、
奈良県、鳥取県、岡山県、徳島県、香川県、高知県、
長崎県、福岡県、神戸市、姫路市、岡山市、高知市
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復興の歩み
• 平成30年７月17日

• 平成30年９月

• 平成30年10月

• 平成30年12月

• 平成31年３月

• 令和元年９月

• 令和３年３月

• 令和３年11月

• 令和６年３月

• 令和６年７月

真備ふれあい公園 8

借上型仮設住宅入居受付開始

建設型仮設住宅入居開始

被災者見守り・相談支援事業開始

全ての避難所が閉鎖

真備地区復興計画の策定

（令和元年～概ね５年間）

全ての決壊箇所について復旧工事が完了

地区内３か所に災害公営住宅完成

地区内の全ての公共施設の復旧完了

小田川合流点付け替え事業完成

真備ふれあい公園（復興防災公園）開園
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倉敷市災害対応マニュアル(風水害編)R7.3月

倉敷市災害対応マニュアルは、災害発生の初期
段階における各部班の対応方法を具体的かつ簡潔
に記載したもの。各職員の災害対応力を向上させ、
円滑な災害初動対応を行うことが目的。

※市保健所は、「保健所対策部-医療保健班」に

位置付けられている。

災害時における倉敷市災害対策本部組織図



保健所の活動の振り返り

医療班統括班

避難所健

康管理班
衛生班

保健推

進室班

物品施

設班

災害時は、課を越えた組織横断的・多職種体制とするため、６つの班体制で災害対応。豪雨災害の振

り返りと今後の災害に備え、各班長及び災害ワーキングメンバーによる保健所災害時対策ワーキング

全体会議を開催。その後、各班で職員の災害対応力向上の訓練の実施、見えてきた課題を共有し、

今後に向けて対応策を検討。
＜項目の例＞

初動、情報管理、避難所支援全般、
要医療者・要配慮者への対応、物品
管理、地域づくり、職員の人材育成等
16項目

＜内容の例＞

受援に備えた体制整備が急務
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【R7保健所災害時対策ワーキング全体会議】

【R7物品施設班訓練場面】

定期的な研修・訓練の実施

初動マニュアル・アクションカードの改訂

【災害発生時 ６班体制で対応】



【全職員】 ア22 

止水板設置アクションカード（浸水被害時） 

 

あなたは、保健所が大雨等で浸水被害のおそれがある時の『止水板設置

担当者』に任命されました。 

アクションカードに従い、直ちに必要な作業を行ってください。 

作業完了後は、統括班班長に報告してください。 

（確認責任者        確認完了日時   月   日   時   分） 

１ 必要物品を準備せよ。 

止水板の保管場所     ：１階男子更衣室（入って右側） 

止水板（簡易型）の保管場所：公用車南側駐車場近くの外倉庫 

２ 止水板を設置せよ。 

   止水板：東玄関、西玄関（各１つ） 

   止水板（簡易型）：職員用時間外入口（西側通用門）、地下行き外スロープ、

１階犬舎降り口の非常口ドア 

３ 作業完了後は、統括班班長に報告せよ。 

 

アクションカードの一例
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アクションカードの工夫

• Ａ４サイズ、ラミネート加工（マットタイプ）して、各課に配置

• 常に目につく、誰にでもわかる場所に配置

• 訓練で実際に使用し、随時見直し
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アクションカード



保健師活動の振り返り
• 「あの時の支援はどうだったのか」

• 「被災者の暮らしや健康問題はどう変化したか」

• 「あの時の自分の気持ち」

• 「後輩に伝えておきたいこと」

中堅期保健師研修で、見守り支援室の保健師から講話

・豪雨災害の全体像、見守り支援事業について講話

・平時の保健活動を健康危機発生時につなげるために、

  今からできることをグループワーク

◎災害時に保健師が所属を
越えて応援できる体制づくり

◎災害対応経験の伝承
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管理期保健師研修で「災害伝承を現任教育としてどう取り
組んでいくか」をテーマに実施

フェーズごとに起こりうる健康問題を予測し、予防的な視点
をもつこと、経験知を共有し、今後の具体的な備えや現場
対応力の向上について検討



◎災害時に保健師が所属を越えて応援できる
体制づくり

• 風水害を想定した真備地区への応援についてあらかじめ人選

• 大規模災害を想定した保健所、各地区保健推進室間の協力、

応援体制の確認

• 分散配置されている保健師の役割の確認

夜間や休日もかけつけるよ！

初動は地区ごとで、その後は保健所で

保健所リエゾンとして市災害対策本部へ
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◎災害対応経験の伝承
・倉敷市で何が起き、それぞれの部署や立場でどのように活動し、

何を考え、感じて過ごしたのか

・実際の経験がなくても倉敷市保健師が体験したこととして共有する

そんな大変
なことがあっ
たんだ…

7年が経ち災害を
知らない保健師が
増えてきました。

健康被害の
想定とそれらを
防ぐための対策
を理解する

具体的な
対策や備えが
できる

各期に応じた
健康危機対応
ができる
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次の災害に備えるために・・・

•災害時に保健活動が混乱、停滞しないよう平時からの体制
整備を行う必要がある。

•災害経験を踏まえた住民同士の支え合いや関係機関の協
働による地域づくりを進めていく必要がある

•住民の自助力、互助力を高める必要がある

•災害を風化させてはいけない

災害への備えを
通常業務として取り組む
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健康危機管理担当者会議の開催（Ｒ5～）
年度 内容

R５ ・平成３０年７月豪雨災害被災者の健康課題（５年目の振り返り）

・心のケア啓発資料の作成及び啓発にむけての
共通事項確認 等

R６ ・健康危機への備え・課題の共有
（マニュアル、要配慮者への対応、自助力互助力向上、
訓練、地区診断等）

・非常用持ち出し物品の庁舎内展示について

R７ ・共通の媒体を用いた啓発について
・保健分野で把握している災害時要配慮者に対する
安否確認について
・災害時保健活動のために平常時から把握しておくべき
地域の情報収集の標準化について

会議メンバー：保健所保健課総務係、各地区保健推進室

この資料を基に各所属の
OJTとして災害の種別・
フェーズごとに起こりうる健康
課題について意見交換を行
い、検討しています。
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部外秘



市をあげての個別避難計画作成の取組

本人・家族の状況把握（体調面等）、ハザードマップ、避難先・避難

経路、非常持出品、家財の転倒防止策、備蓄状況等の確認を行い、

対象者に 合わせて必要な情報提供を実施。

最低3日分の飲料水と生活用水、食料を備蓄するよう伝えています。 18



【事例】
・60代男性 神経疾患 人工呼吸器装着 要介護5
・保健所の災害時個別支援計画策定済 発電機準備あり
・発災当時、水位が急に上がり、近隣住民がボートで様子を
見に来てくれ、本人を2階へ避難させ、タンスをベッド代わりに
して救助を待った。
→災害拠点病院へ到着したときにはバッテリーが残り２時間

自助力・共助力向上のための取組（難病）

・自宅の災害の危険性の
見通しが甘かった。
・普段からよく外出し、近隣
  住民にも状況をよく知って
  もらっていた。

●申請時面接

・R元年度とR4年度に、特定医療費受給者証
更新者全員に避難行動や災害の備えに関する
アンケートを行い、リスクに応じた情報提供を実施。
・R2年度以降、電源を必要とする医療機器使用
患者には、停電対策を助言。

●療養支援

・自力での避難が困難な患者には、レスパイト入院
等、外出機会や自宅以外で過ごす機会を持つ
よう助言。

●保健所の災害時個別支援計画
防災の個別避難計画 の作成

・常時人工呼吸器使用患者を最優先とし、計画
作成を支援。
・関係機関との共有や避難訓練の実施などにより、
患者が抱える課題の洗い出しを行っている。

●関係機関連携

訪問看護ステーションとの連携会議を拡大し、
平時からの備えや安否確認等の連携のあり方
について検討を重ねた。 19



防災の視点を取り入れたウォーキングマップ
市内56か所作成
（※すべてのマップに防災
情報は記載されていません）
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災害への備えに関する啓発用リーフレット作成
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被災・コロナ経験のない若い保健師
でも、効果的な啓発となるよう、使用
ガイドを検討中。

≪リーフレット≫

≪リーフレット使用ガイド（例）≫



保健師現任教育としての災害伝承（具体的な取組）

R3 R4 R5 R6 R7

災害ワーキング
会議立ち上げ

・災害対応の振り返りが
できていない
・コロナ対応も経験
・被災・コロナ経験を
人材育成に活かしたい

災害ワーキング
会議で、現任教
育としてどう体系
づけるかを検討

⇒全期で『災害
伝承」テーマに
研修実施

現任教育として
中長期計画及
び、災害伝承の
研修の実施内
容を検討

⇒①新採用保健
師は毎年実施
②年代別（中堅
期以降）3年に1
回実施

・新採用保健師
研修
・能登派遣の経
験共有及び
健康危機対応
とも連動しな
がら実施

・新採用保健師
研修
・管理期保健師
研修

被災を経験した自治体として、
現任教育に「災害伝承」を盛り込んでいます

※R8年度以降も
『災害伝承』を
継続する予定
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課題

•災害対応経験のない保健師が、災害対応を
自分事として考えられるような取組（災害伝承
や訓練内容の工夫）

•避難所等での具体的な実践活動（保健指導
や健康相談）につなげられるような研修

•受援対応に関しての訓練

•啓発活動の評価

23



24


	スライド 1: 豪雨災害の被災経験を 踏まえた保健師の取組について
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7: 全国からの御支援 　　　　ありがとうございました❤
	スライド 8: 　復興の歩み
	スライド 9
	スライド 10: 　保健所の活動の振り返り
	スライド 11: 　アクションカードの一例
	スライド 12: 　アクションカードの工夫
	スライド 13: 　保健師活動の振り返り
	スライド 14: ◎災害時に保健師が所属を越えて応援できる 　　体制づくり
	スライド 15: ◎災害対応経験の伝承
	スライド 16: 　次の災害に備えるために・・・
	スライド 17: 　健康危機管理担当者会議の開催（Ｒ5～）
	スライド 18: 　市をあげての個別避難計画作成の取組
	スライド 19
	スライド 20: 　防災の視点を取り入れたウォーキングマップ
	スライド 21
	スライド 22
	スライド 23: 　課題
	スライド 24

